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FOV:350mm slice thickness:3mm 脂肪抑制＋VIBE(TR/TE6/1.32～
1.6msec BW450Hz)各撮像時の送受信のゲインはflip angleを変えて
も一定とし信号強度での評価とした.
【結果】VIBE法とVIBE＋CAIPIRINHA法との間でSNRによる変化
はなかった.CNRはVIBE法で20°VIBE＋CAIPIRINHA法で18°が最
大となった.
【考察】VIBE法とVIBE＋CAIPIRINHA法との間でSNR/CNRの大
きな変化は見られなかった. VIBE＋CAIPIRINHA法を使用すること
で撮像時間が20secから15secに短縮され呼吸停止が難しい高齢者に
は画質の改善が示唆される.
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